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文化芸術への

疇いざない

—一今カ

’左より，浦井健治（王ヘンリー六世），中鴫朋子（王妃マーガレット）

年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
新
国
宣
劇
場
演
劇
蹄
門
で
は
、
年
間
八

川
本
の
主
催
公
演
に
加
え
、
こ
の
判
場
を
よ
り
開
か
れ
f9

さ
ま
ざ
ま

な
話
題
が
自
由
に
行
き
か
う
場
所
に
す
る
た
め
の
取
組
と
し
て

7

例
え
ば

上
演
作
品
に
か
か
わ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
展

示
等
を
試
み
て
き
ま
し
た
。

「
国
立
」
や
「
公
立
」
と
「
民
間
」
、
．
つ
ま
り
「
公
」
と
「
私
」
、
「
官
」

と
「
民
｀
一
の
問
題
は
、
現
代
の
劇
場
、
演
劇
的
環
境
を
考
え
る
上
で
も
、

今
後
い
よ
い
よ
切
実
な
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。
公
共
劇
場
に
先
天
的
に

備
わ
っ
た
演
劇
的
蓄
積
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
も
と
も
と
何
も
あ
り
ま

国

立

と

い

う

新
囚
立
劇
場
演
劇
芸
術
監
督
と
し
て

『ヘンリー六世』の演出により，鵜山芸術監督は第 17回読売演劇大賞の最優秀演出家賞，

平成 21年度芸術選奨・文部科学大臣賞（演劇部門）を受賞した。

また，演劇公演『ヘンリー六世』は第 17回読売演劇大貰の大賞。最優秀作品賞を受賞した。

見
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
「
個
]
で

た
向
こ
‘
つ
に
何
ら
か
の
目
的
を
想
定
し
な
い
こ
と
に
は
人
生
に
意
味
を

継
ぐ
だ
め
の
ツ
ー
ル
だ
と
思
い
ま
す
、
し
か
し
そ
の
ゴ
ー
＇
ル
の
そ
の
ま

芝

]

□J
い
ら
か
あ
ら
ゆ
る
ア
ー
ト
は
、
行
き
着
く
先
は
「
死
」

い
わ
ば
負
け
と
決
ま
っ
た
人
生
の
、
戟
い
の
証
を
誘
り

せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
劇
場
の
出
癸
瓜
は
箱
も
の
、
広
楊
。
そ
れ
は

そ
れ
で
い
い
の
で
す
。
だ
い
じ
な
の
は
そ
の
箱
や
広
場
に
、
戎
々
が
、
さ

て
ど
ん
な
創
造
性
を
持
ち
込
む
の
か
。
芝
居
の
抵
界
で
も
、

用
す
る
「
私
」
、

で
し
ょ
う
。

一
、
公
」
を
活

一
人
ひ
と
り
の
知
恵
が
厳
し
く
問
わ
汎
る
こ
と
に
な
る

あ
る
「
私
」
と
、
そ
れ
を
こ
え
る
目
的
、

「
公
」
と
の
間
で
ど
う
戯
れ
る
か
。
こ
れ

が
特
に
昨
年
秋
、
新
国
立
劇
場
で
上
液
し

た
『
ヘ
シ
リ
ー
六
世
』
以
降
、
私
自
身
の

新
し
い
宿
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
作
品

を
上
演
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
、

私
目
身
、
「
私
」
と
一
公
」
を
つ
な
ぐ
関

係
作
り
、
芝
居
作
り
に
、
す
こ
し
は
楽
観

的
な
見
通
し
が
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
気

が
し
ま
す
。

「
国
」
が
「
私
」
か
ら
遊
離
し
た
意
思

を
も
つ
な
ん
て
こ
と
を
、
我
々
は
よ
く
よ

く
警
戒
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

た
め
に
も
ま
ず
鍛
え
る
べ
き
は
、
我
々
目

身
の
批
評
精
神
で
し
ょ
う
。

は
恐
ら
く
「
私
」
よ
り
も
長
生

き
を
す
る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
後

と
も
、
「
国
立
」
を
敦
条
化
す
る
こ
と
な

く
、
し
か
し
い
ざ
と
い
う
場
合
に
は
こ
こ

に
駆
け
込
ん
で
、
と
い
う
懐
の
深
い
「
公

共
性
」
を
と
も
に
作
り
上
げ
、
こ
の
場
の

自
由
を
大
い
に
享
受
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

鷹

山

ニ

苫
4
ー
’
i
ー
＇

新
国
立
劇
場
演
劇
芸
術
監
督
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図
鱈
四
霞

今
月
号
で
は
、
「
国
民
読
嘗
年
」
と
題
し
て
応
次
第
で
す
（
、
合
同
開
催
の
テ
ー
マ
は
高
知
県
が

財
団
法
人
文
字
・
活
字
文
化
推
進
機
構
か
ら
の
寄
推
進
し
て
い
る
「
子
ど
も
の
読
書
環
境
推
追
」
と

稼
と
、
▼
平
成
22
年
1
月
に
開
催
し
た
、
高
知
県
全
文
化
庁
が
推
迄
し
て
い
る
「
文
字
：
＇
活
字
振
興
」

国
読
害
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
イ
ヘ
ン
ト
報
告
を
掲
を
共
有
し
、
「
読
書
が
子
ど
も
た
ち
の
創
造
牲
と

戟
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
高
知
県
で
の
読
書
フ
ェ
表
現
力
を
は
ぐ
く
む
」
と
い
た
し
ま
し
た
。
イ
ベ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
は
平
成
1
9
1
9
年
度
よ
り
開
ン
ト
定
開
催
す
る
に
あ
た
り
ご
庖
力
い
た
だ
き
ま

催
し
て
お
り
、
今
回
が
第
3
0
回
目
、
ま
た
、
文
化
し
た
、
高
知
県
教
育
委
員
会
や
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ

庁
が
都
道
府
県
と
い
っ
し
ょ
に
開
催
し
て
い
る
文
バ
ル
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
今
回
の

化
芸
術
懇
談
会
は
平
成
1
4
年
か
ら
閲
似
し
て
お
松
節
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
椋
方
に
心
か

り
、
今
回
か
第
41
回
目
て
し
た
。
今
回
は
両
イ
ベ
ら
感
諒
申
し
上
け
ま
す
ウ
（
政
策
課
員
）

ン
ト
の
コ
ラ
ホ
レ
ー
，
,
;
,
>
ョ
ン
企
画
と
し
て
閲
催
し

令
文
化
庁
ニ
ュ
ー
ス
魯

平
成
認
年
度
著
作
権
と
ミ
ナ
ー
の
開
催

な
ど

令
長
官
対
談
會

交
化
の
礎
〗
玉
井
日
出
夫
文
化
庁
長
官
罪
駿
後
福

佐

藤

治

男

氏

全

国

文

比

麗

技

栂

賛

愈

負

永
井
規
男
氏
聾
翠
史
家
•
関
西
大
学
名
埓
敷
授

硲
特
集
令

'

1

1

’

l

玉
改
定
常
用
漢
字
表
」
に
関
す
る
答
申

文
化
政
策
部
会
審
議
経
過
報
告

特
別
史
跡
平
城
京
跡
第
一
次
大
極
殿
復

原
工
事
（
復
原
整
備
）

...  

I美術餞麟館チケットプレゼントi
I 

I 
＇ 今月応）展覧よ苓へのラ・ケット 1 

I プレゼンi、 1ま， 1 

I A 京都国立近代美術館 ： 

I 「Trcublein Paradise.'生芦のエシックス」 ！ 
5組（ベア） i 

I E, 国立新美術館

「マン・レ（展知られ尋扉攣」 1

2組（ベア） 1 

c 京都国立1巻物館

1 「没後 200年記念i'上田秋成1」 | 
1 2組（ベア！

i です。ご希望の方はマンケートハガ

Iキのチゲッ疇喝間に必要亨坦を 1

ご記入のうえ， 6月25日（金）まで l

Iにご疇く］こさい（当 Eli肖印有効）。

キ チ ゲ ッ ト 麟 を も っ て琴謬1こかえさせ 1 

I ていたださます。 I I 
I ・ 

I 
又化庁では，ホームページで，文

化庁に閲する惰報を福広く提供し

ています。ご意見文化庁月報(1)

感想などをホームペ・-ジのご意

見棚・ヘお寄せく尼さい。

霧ホームページアドレス曇

http://www.bunka.go.jp 

I V 9 

Iくお詫びと訂正＞ 1 

l太誌平成 22年 5月号記，
' 
：事中に以下の誤りがご I
！さいましたのでお詫びl

！ 
＇して訂正いたします e

i魯長官対談文化の礎

I8買舘j段 19行目 1 

！ （誤）効率化や ， I ］：口段］9・子自

（正）質の目

□- •一ロ

命
連
眠
命

零
』
文
化
芸
術
へ
の
い
ざ
な
い
]

学
生
を
対
象
と
し
た
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
「
歌
郷
伎
の
み

か
た
／
新
古
演
劇
＋
種
の
内
見
替
座
禅
」
（
国
立
削
愚

「
仏
道
の
道
」
（
器
ふ
国
立
梱
唸
組
）

守
文
化
人
の
気
暁
｝

室
瀬
利
美
・
漆
芸
作
家

[
い
き
い
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
美
術
館
，
博
物
館
亭
槃
レ
ポ
ー
ト
〗

神
戸
市
立
博
徊
館

〖
こ
ど
も
の
文
化
体
験
】

順
閣
で
す
！
全
国
高
総
文
祭
み
や
ざ
き

2
0
1
0

察
り
歳
時
記
]

薩
摩
の
水
か
ら
く
り

更
化
交
流
使
の
活
動
報
告

l

伊
部
京
子
・
和
紙
造
形
家

[
著
作
権
ト
ピ
ッ
ク
ス
]

私
的
使
用
目
的
の
違
法
配
信
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
違
砕
i
化

[
言
葉
の
Q
&
A
]

尊
搬
語
と
誅
訊
語
！
」
の
混
同
の
問
題
①
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